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日薬学術大会における一般演題募集に際しての 

倫理的配慮に関する確認について 

 

 平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、臨床・疫学研究の実施にあたっては、「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」に則って進めることが求められております。人を対象とする研究の場合、

発表形態を問わず、研究を開始する以前、すなわち研究計画を立てる時点で倫理審査

を受けることが医療の世界では当然視されてきています。 

このような状況に鑑み、日薬学術大会の一般演題（口頭発表、ポスター発表）の投

稿者に対しても、「倫理審査を受けましたか」等の確認（チェックボックスの設置等）

を、2019 年（平成 31 年）10 月開催の第 52 回大会（山口）より行うことを決定いた

しました。研究倫理に関する研修の受講や研究計画の立案に必要な期間、倫理審査を

受ける期間、および研究の実施期間として２年程度は必要との判断から、第 52 回大会

（山口）から実施することとした次第です。第 52 回大会以降は、倫理審査が必要であ

るにも関わらず、審査を受けていない研究については発表ができなくなりますので、

これより２年をかけて会員に周知していく必要があります。本年の第 50 回大会(東京)

より、その前段階として、利益相反状態の開示を求めており、発表資料に利益相反の

有無のスライドを含めることを必須としています。この取り組みもその一環であると

ご理解ください。 

 第 52 回大会（山口）から倫理審査を受けたかどうかの確認を実施するにあたり、本

会といたしましても会員への周知に努めてまいります。まずは別添のとおり、研修の

受講、倫理審査を受ける必要性を呼び掛けるチラシを作成し、日本薬剤師会雑誌（2017

年８月号、９月号）への封入、第 50 回大会（東京）での配布等を行う予定です。 

つきましては、会務ご多用のところ恐縮に存じますが、貴会会員へご周知くださる

ようお願い申し上げます。 




 


【研究倫理 e-ラーニングコンテンツ】 


◆入門編 


１．「薬剤師と研究倫理を取り巻く現状と背景について」（講義 24 分） 


２．「『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』について」（38 分） 


３．「薬剤師が行う研究とは～倫理指針と利益相反」（29 分） 


◆更新講習（入門編の研修を終えた方向け） 


４．「倫理審査が必要な臨床・疫学研究」（24 分） 


５．「臨床・疫学研究の計画立案と倫理審査の実際」（19 分） 


 


    


 


 


 


 


 


 


臨床・疫学研究の実施にあたっては、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」


（文部科学省・厚生労働省告示、平成 26 年 12 月 22 日公布、27 年４月１日より施行。


平成 29 年 2 月 28 日一部改正。）に則って進めることが求められています。人を対象と


する研究の場合、学会発表、論文投稿の対象となるものについては、研究計画を立てる


時点で、倫理審査が必要かの判断、並びに必要なものについては倫理審査を受けること


が医療の世界では当然視されてきています。薬剤師が行う調査・研究も、人を対象とす


る研究（患者アンケートなど）に該当する場合には倫理審査を受ける必要があります。 
 


  


例年開催している本会の学術大会でも、第 52 回大会（2019 年 10 月・山口）から、


一般演題（口頭発表、ポスター発表）の募集の際に、倫理審査を受けているかどうかの


確認を行います。第 52 回大会以降は、倫理審査が必要であるにも関わらず、審査を受


けていない研究については発表ができなくなりますので、人を対象とするアンケート調


査や研究を考えている方は、研究計画を立てる前に、まずは研究倫理や倫理的配慮につ


いての研修を受けましょう。日本薬剤師会が提供する「生涯学習支援システム JPALS」


で e-ラーニングコンテンツを配信中です。最初に JPALS の利用登録が必要です。日薬


会員ではない方は、「JPALS のシステム利用料 10,000 円（税別）/年」と、「コンテン


ツ視聴料：1 コンテンツあたり 500 円（税別）/年」がかかりますが、日薬会員の方は


システム利用料、視聴料がすべて無料です。是非ご活用ください。 


 


研究倫理や 
倫理的配慮を 
ご存じですか？        


日本薬剤師会ホームページ 


詳しくはこちらをクリック！ 


倫理指針に則った倫理的配慮の必要性 


研究倫理、倫理的配慮に関する e-ラーニング研修 


あなたの研究、大丈夫ですか？ 


修了証のダウンロードが可能 





sakata
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